
第２章. 調査・検討方法等 

 

2.1. 本報告書における調査等の流れ 

 高濃度汚染対策に係る調査は、図2.1.1に示すフローで実施した。 

 

地下水モニタリング
・DPAA濃度及び総ヒ素濃度の測定

・地下水位の測定

高濃度汚染対策検討のための調査
・表層浸透試験、1次元浸透解析

・揚水試験及び揚水注水試験

・カラム試験

・数値解析による井戸配置等検討

・現場実証試験

高濃度汚染対策の計画
・対策技術、水処理方法検討

・対策範囲の検討

・揚水量、注水量の検討

・対策目標の決定

・対策時のモニタリング計画

高濃度汚染対策の実施
・DPAA地下水処理施設の建設

・揚水量、注水量、水処理量の管理

・処理プロセスにおける総ヒ素濃度の測定

・土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査

・原状復旧

高濃度汚染対策による効果検証
・DPAA濃度変化の把握

・総ヒ素濃度変化の把握

・対策による有機ヒ素化合物除去量の算出

・数値解析による対策効果の検証

・数値解析によるA地区の濃度低下の予測

・数値解析による神栖地区全体の濃度低下の予測

・今後のモニタリングのあり方検討

東日本大震災による対策への影響
・DPAA地下水処理施設への影響

・地下水汚染分布への影響

・噴砂等による地表部汚染の有無

地下水モニタリングの継続
・DPAA濃度及び総ヒ素濃度の測定

・地下水位の測定
 

図2.1.1 高濃度汚染対策に係る調査フロー 

 

2.2. 検討体制 

2.2.1. 検討員  

高濃度汚染対策は、環境省が設置した「国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会」の検討員（表

2.2.1）の指導、助言の下で実施した。 

 

表2.2.1 国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会検討員 

氏名 所属 

◎ 森田 昌敏 愛媛大学農学部 客員教授  

岡田 光正 放送大学 教授 

佐藤 源之 東北大学東北アジア研究センター 教授 

高橋  謙 産業医科大学 環境疫学研究室 教授 

田中  勝 鳥取環境大学 サステイナビリティ研究所長 

環境マネジメント学科 特任教授 

新美 育文 明治大学法学部 教授 

箱崎 幸也 自衛隊中央病院 第１内科部長 

花岡 成行 内閣府大臣官房遺棄化学兵器処理担当室 遺棄化学兵

器処理事業 参与  

平田 健正 和歌山大学 理事 

山里 洋介 前陸上自衛隊化学学校 校長 

横山 尚秀 神奈川県自然環境保全センター 非常勤研究員 

横山 裕道 淑徳大学 国際コミュニケーション学部 客員教授 

◎：座長                  平成24年4月1日現在         

  

2.2.2. その他 

高濃度汚染対策の実施は株式会社鴻池組が、高濃度汚染対策の計画等の検討に関する業務は株式会社エ

イト日本技術開発が行った。 
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